


設備用資産タグ:監査のときにも確実にスキャンできるタグ運用の展開方法

Details
要点: 設備用の資産タグが効果を発揮するのは、タグを発注する前に運用設計を済ませている場合に限られます。意味を持たせない採番ルールを確定し、設備クラスごとに貼付位置を一か所
に固定し、設置時にすべてのタグをCMMSの記録に紐付け、定期的に監査を行いましょう。再タグ付けの条件を定め、その際は必ず元の資産IDを再発行します。

タグ運用の失敗の多くは、タグを貼った当日には表面化しません。問題が見えてくるのは、最初の本格的な監査が行われる12 to 36か月後です。設置時には問題なさそうに見えた設備
用資産タグが、実は取り外し可能なガードに貼られていて、そのガードがいまは別の機械に付いている。複数の業者が重なる範囲で印字したために、二台のポンプが同じ番号を共有している。
モーターハウジングの近くのバーコードが熱で焼けてしまい、どのスキャナーでも読めない。独立系の業界誌は、こうした状況をはっきりとこうまとめています。 「印字が薄れると、バーコー
ドは読み取れなくなります。紫外線、洗浄用の薬品、摩耗によって、重要な資産番号が消えてしまうことがあります。粘着剤が劣化すると、タグそのものが失われます。」 (Facilities
Dive[1]).

スキャンに失敗するたびに、手作業での検索が発生します。手作業の検索では作業指示書が誤った記録に紐付けられ、保全履歴、減価償却、コンプライアンスの証跡が現場の実際の設備とず
れていきます。本ガイドでは、導入の全工程を順に追います。対象範囲、採番、シンボル体系、設備タイプ別の貼付位置、CMMSとの紐付け、パイロット導入、監査、再タグ付けです。
目指すのは、誰かが本当に必要としたときに、正しい内容のまま確実にスキャンできるタグです。
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設備用資産タグとは何か、何ではないのか
設備用資産タグとは、恒久的に取り付ける識別子です。一つの固有の資産IDを、人が読める文字と、バーコード、QRコード、Data Matrix、RFIDインレイなどの機械可読シン
ボルという二つの形で保持します。役割は、現物を資産台帳またはCMMSの記録ちょうど一件に結び付けることだけです。この点で、メーカーの型式、シリアル番号、定格を記載す
るOEMの銘板とは異なります。また、個々の品目ではなく保管場所を示す在庫ラベルやビンラベルとも異なります。

最も広く引用される耐久性の基準は、米国防総省の表示規格に由来します。 MIL-STD-130[2] は、識別プレート、タグ、ラベルが次の条件を満たすことを求めています。 「品目の
通常の耐用年数と同じだけ恒久的であり、貼付先の品目に規定された環境試験および洗浄手順に耐えられること。」 防衛分野以外でも、これは有用な設計原則です。タグは、目先の予算期間
ではなく、設備の耐用年数より長持ちしなければなりません。

資産管理の規格は、データとの紐付けを求める一方で、物理的な媒体については規定していません。ISO 55001は、バーコードやRFID、あるいは特定のタグ素材を義務付けてはい
ません。その関連ガイダンスである ISO 55013:2024[3]は、資産台帳やトレーサビリティを含む資産データの管理方法を扱っています。実務上、タグはデータモデルの物理的な
末端です。データモデルが誤っていれば、どんなタグ素材でも補えません。

設備用資産タグの導入手順(ステップ別)

https://www.facilitiesdive.com/news/how-bad-asset-tags-undermine-facilities-management/742558/
https://www.facilitiesdive.com/news/how-bad-asset-tags-undermine-facilities-management/742558/
https://quicksearch.dla.mil/ImageRedirector.aspx?token=199072.35521
https://store.standards.org.au/product/as-iso-55013-2024


ステップ1:まず対象範囲と台帳を定義する

どの品目に個別のタグを付けるかを決めます。実用的な判断基準は、その品目に対して作業指示書を発行する、監査する、減価償却する、または点検履歴を証明する必要があるかどうかです。
消耗品や予備品には個別のタグではなく、ビンラベルを使います。次に、ポンプ、コンプレッサー、エアハンドラー、開閉装置、移動設備、携帯工具、ITラックなど、設備クラスを定義しま
す。そのうえで、親子の階層構造を決めます。たとえばエアハンドラーを親とし、その給気ファンモーターを個別に管理する子とする、といった具合です。この階層がないと、技術者は手の
届いた部品に手当たり次第にタグを付けてしまい、台帳には一台の機械に三つのIDが並ぶことになります。

ステップ2:移動・移管・合併を経ても使える採番ルールを作る

長期的に最もよくある失敗は、番号に意味を持たせてしまうことです。場所、部署、コストセンターをIDにエンコードすると、資産が最初に移動した時点でタグの内容が誤りになります。意
味は記録側に持たせ、番号そのものは意味を持たない単純なものにしましょう。

固定長、ゼロ埋め、連番。 固定長にすると並べ替えの誤りを防げ、途中で切れたスキャン結果にも気づきやすくなります。
英数字の大文字のみ。紛らわしい文字は使わない。 O/0とI/1は使用しないでください。破損したタグから技術者が手入力するときに、取り違えが起きないようにするためです。
短いプレフィックスは、変わらないものにだけ付ける。 組織コードは安全です。ポンプはずっとポンプのままなので、設備クラスのプレフィックスも許容範囲です。建物や部屋の
コードは安全ではありません。
事前割り当て範囲。 拠点、業者、印刷ロットごとに専用のブロックを割り当て、二者が同じ番号を発行することが絶対にないようにします。
再利用しない。 廃止した番号は廃止のままにします。そうしないと、過去の作業指示書が別の機械を指してしまいます。

知っておく価値のある外部の体系が二つあります。リース車両、共有の研究設備、サプライヤー所有の資産のように、タグ付き設備が組織間を移動する場合は、GS1のグローバル個別資産
識別子(GIAI)が世界で一意となる構造を提供します。GIAIは、 GS1 EPCタグデータ標準[4]で定義されており、リリース2.3(2025年十月)では、RFIDタグをデコード
して解決可能なウェブURIにできるエンコーディングが追加されました。その設備が米国防総省に納入される場合は、 DFARS 211.274[5] と契約条
項252.211-7003により、現行のMIL-STD-130に従って表示した品目固有識別が必須となります。

発注の前に、連番の全リストを書き出し、台帳と照合して重複がないか確認してください。恒久的に印字されたタグは修正できないため、製造後に重複が見つかると、そのタグは廃棄するし
かありません。

ステップ3:シンボル体系を選び、検証グレードを受入条件に明記する

バーコード付き資産タグの品質は、ロット内で最も印字状態の悪いコードで決まります。専用のハンドスキャナーと短い英数字IDには Code 128 を使います。技術者がスマートフォ
ンでスキャンする場合はQRを使います。スペースが限られる場合や、運用がIUIDに合わせてある場合はData Matrixを使います。それぞれのトレードオフは下の比較表にまとめ

https://www.gs1.org/standards/tds
https://www.acq.osd.mil/dpap/dars/dfars/html/current/211_2.htm


ています。どれを選んでも、人が読める文字は符号化されたデータと完全に一致させ、シンボルの周囲のクワイエットゾーンは空けておく必要があります。

目視確認だけでは不十分です。次の規格に照らして測定した最低グレードを指定してください。 ISO/IEC 15415:2024[6] (2Dシンボル向け。3rd版、2024年十二月)、
またはリニアコード向けのISO/IEC 15416です。多くの産業用プログラムは、摩耗に対する余裕を残すため、発行時点でグレードB以上を求めています。人が読む文字の行につい
ては、 MIL-DTL-15024G[7] に基づく軍用の識別プレートでは、文字は原則として3/32インチ以上、刻印する場合の深さは最小0.003インチとされています。技術者が懐
中電灯の明かりで読むものであれば、これは妥当な下限です。

ステップ4:設備クラスごとにタグの貼付位置を一か所に固定する

タグ自体が正しくても、貼る場所を誤れば役に立たなくなります。次のルールはすべてのクラスに共通です。固定されたフレームまたは筐体に取り付け、ドア、カバー、ガード、取り外し可
能なパネルには決して付けないこと。技術者がすでに立つ側で、OEM銘板の近くに貼ること。熱源、回転部、溶接の継ぎ目、急なカーブ、衝撃を受ける箇所は避けること。そのうえで、ク
ラスごとに正確な位置を一か所決め、基準となる一台の写真を撮っておけば、百人目の施工者も最初の施工者と同じ位置にタグを貼れます。すべてのコンプレッサーが同じ場所にタグ付けさ
れていれば、監査担当者もタグを素早く見つけられます。

設備タイプ タグの貼付位置 貼ってはいけない位置 取付メモ

ポンプ、モーター ベースプレートまたはスキッドフレームの
整備側

モーターシェル、カップリングガー
ド シェルの熱とガードの交換が、タグ紛失の二大原因です

コンプレッサー、回転機械 振動源から離れた剛性の高いフレーム部材 共振するパネル リベットまたはねじを使用。硬い粘着剤の接着は、振動と熱サイクルでせん
断破壊を起こします

屋上設置のHVAC、エア
ハンドラー

OEM銘板の隣の、固定されたキャビネッ
ト壁面 フィルター扉、点検扉 紫外線と季節ごとの温度変化を見込むこと。端部の浮きは最初の冬の後に始

まることが多い

配電盤、開閉装置 固定された筐体の側面またはフレーム 安全表示、定格表示、通気口の上 安全ラベルは決して覆わないでください。これらは次の規格の対象です。
UL 969[8]

フォークリフト、移動設備、
トレーラー

衝撃から守られたシャーシまたはフレーム
部材

ボディパネル、バンパー、交換可能
なカウンターウェイト

道路の凍結防止塩や海洋環境にさらされる鋼材では、アルミ製タグを異種金
属から絶縁します

携帯工具、試験機器 握る部分から離れた、筐体の平らな部分 バッテリー、ケース、着脱式リード
線

握る部分は爪で剥がされがちです。凹んだ位置や低背の位置のほうが長持ち
します

サーバーラック、ネットワー
ク機器

ラックのフレームレールまたはシャーシ前
面

取り外し可能なベゼル、ブランキン
グパネル ケーブルを整理した状態でも位置が見えるようにすること

研究室機器、医療機器 通常の拭き取り経路から外れた筐体部分 ハンドル、手が触れる面 消毒剤による繰り返しの洗浄が、主な摩耗要因です

https://webstore.iec.ch/en/publication/104398
https://quicksearch.dla.mil/ImageRedirector.aspx?token=5750985.11007
https://webstore.ansi.org/standards/ul/ul969ed2025


取付方法は、貼付面によって決まります。粘着剤は、平らで清潔な、表面エネルギーの高い金属に有効です。粉体塗装やテクスチャー塗装は表面エネルギーの低い面であり、それに対応した
粘着剤が必要です。しかも試験貼付は、ラボ用パネルではなく実際の塗装面で行います。振動、水洗い、再塗装がある場合は、機械的な固定が必要です。穴は製造前に指定しておく必要があ
ります。また、アルミ面にアルミ製タグを付ける場合は、ガルバニック腐食を避けるためアルミ製の留め具を使ってください。厚さ、印字、粘着剤といったタグの構造そのものは別の判断事
項であり、ここでは繰り返さず、 カスタムアルミ製資産タグ のページで説明しています。

ステップ5:設置の時点ですべてのタグをCMMSの記録に紐付ける

紐付けの工程は、データの誤りが最も多く発生する部分です。最も確実な方法は、設置前に、印字済みの連番全体を「未割り当て」プールとしてCMMSに取り込んでおくことです。設置
時に技術者がタグをスキャンし、資産の記録を選択または新規作成します。これでIDは常にスキャンから得られ、手入力されることがありません。同じ訪問のうちに、後で記録を役立てるた
めの項目も取得します。銘板から読み取るOEMのメーカー名、型式、シリアル番号。設備クラス。親資産。設置場所。重要度。タグを付けた設備の写真。タグの設置日。そしてタグの構造
です。最後の二項目は見かけ以上に重要です。故障を一件ずつ発見していくのではなく、ロット単位で再タグ付けを予測できるようになるからです。

スマートフォンでタグをスキャンする場合は、社内URLをそのままエンコードするのは避けてください。ホスト名は変わってもタグは変わらないからです。資産IDをエンコードする
か、GS1 Digital Linkのようなリゾルバー構造を使います。そのURI構文がリリース1.7 in(八月、2026年)に到達したことは、 GS1標準公開ログ[9]に記載されてい
ます。リゾルバーがあれば、一つのコードで、スマートフォンを今日は正しいページへ、CMMS移行後は別のシステムへ誘導できます。

ステップ6:最も条件の厳しい面でパイロット導入し、その後に展開順序を決める

パイロットは一つの拠点または生産ラインで行い、選定の基準は都合のよさではなく難しさにします。粉体塗装のフレーム、油のついたスキッド、冷室、屋外設備、水洗いエリアなどです。
測定するのは四点です。通常の作業距離と角度での初回スキャン成功率、少なくとも一回の温度サイクルを経た後の端部の浮きと接着状態、資産一件あたりの設置時間、そして再カウントで
見つかった紐付けの誤りです。結果に基づいて貼付位置や取付方法を見直し、その後で初めて本番の全数生産に移ります。展開は重要度順に進め、安全上重要な設備や高額な設備から始める
ことで、最も重要な部分から台帳の信頼性が確保されます。

ステップ7:タグの数を数えるだけでなく、例外を拾い出す監査を行う

有用な監査が生み出すのは、合格率ではなく例外リストです。重要な例外は四種類あります。

台帳にはあるがスキャンされなかった:資産が見当たらないか、タグが失われている。
スキャンされたが台帳にない:追跡されていない設備。
記録と一致しない場所でスキャンされた:記録されていない移動。
存在するが読み取れない:再タグ付けの候補。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-anodized-aluminum-asset-tags.html
https://www.gs1.org/standards/log


三層の監査を組み合わせます。全数の現物カウントは、決算期末に合わせて実施できます。循環カウントでは、一度に一つのクラスまたは一つのエリアを対象にできます。イベント型の検証
では、予防保全の作業指示書ごとにタグのスキャンを必須にするため、点検訪問のたびに追加の工数なしで小規模な監査を兼ねられます。頻度は、すべてに同じカレンダーを当てはめるので
はなく、重要度と価値に応じて設定してください。

ステップ8:履歴を損なわずに、ライフサイクル全体で再タグ付けする

再タグ付けの条件は、判断に任せず文書化してください。再タグ付けを行うのは、コードが作業距離で合意したグレードに届かなくなったとき、端部が浮いたとき、留め具に腐食が見られる
とき、タグのIDが記録と一致しないとき、取り外し可能な部品にタグが付いているのが見つかったときです。基本ルールは、交換タグには同じ資産IDを、同じシンボル体系で、同じ位置に
付けることです。再タグ付けは記録上のイベントとして残します。新しい番号を発行すると、保全履歴が二つに分断されてしまいます。

同じ設備クラスで再タグ付けが繰り返し発生する場合、同じタグを再印刷しても、カウントダウンがやり直されるだけです。代わりに、貼付位置、取付方法、またはタグの構造を変えてくだ
さい。移管の場合は設置場所の項目を更新し、IDは維持します。廃棄時は、記録を廃止したうえでタグを取り外すか判読不能にして、売却または廃棄した設備が台帳にスキャンで戻ってこな
いようにします。

バーコード、QR、Data Matrix、RFID:設備用資産タグに合うデータキャリアはどれか
データキャリアは、誰が、どの機器で、どの距離からスキャンするかで選びます。見た目が新しそうかどうかで選んではいけません。

キャリア 一般的なリー
ダー 強み 注意点 適した用途

Code
128(1D)

専用のハンド
ヘルドレーザー
またはイメー
ジャー

高速で汎用性が高い。
短い英数字IDには
コンパクト

幅の広いタグときれいなクワイエットゾーンが必要。バーが一本破損しただけで読み取れなくなること
がある

既存のハンドスキャ
ナーがあり、IDの
長さが最大でおよ
そ10文字の工場

QRコード
スマートフォ
ンのカメラま
たはイメー
ジャー

スマートフォンで扱
いやすい。リゾルバー
URIを格納できる

光沢面やヘアライン仕上げでは反射が出る。コードに埋め込んだURLは古くなることがある
専用スキャナーを持
たない現場の技術者
や業者

Data Matrix 2Dイメー
ジャー

非常に小さい面積で、
強力な誤り訂
正。IUIDの標準

多くのスマートフォンアプリではQRより読み取りが不安定。ISO/IEC 15415で検証するこ
と

小型部品、防衛向け
納入品、高密度マー
キング



キャリア 一般的なリー
ダー 強み 注意点 適した用途

UHF帯パッシ
ブRFID(金属対応)

RFIDハン
ディリーダー
またはゲート
型リーダー

見通し線が不要。多
数の品目を一度に数
えられる

金属は標準のインレイの同調をずらすため、金属対応の構造と実際の貼付面での読み取り試験が必須 移動設備やラック設
備の大量監査

印字コー
ド+RFID 両方

RF読み取りに失敗
したときのバックアッ
プとして、印字コー
ドを使える

調達先が二系統になる。留め具がアンテナの上に来てはならない
ゲート型の一括カウ
ントと手動確認の両
方が必要な設備・車
両群

傾向としては、複数のリーダーに対応できる一つの識別子へと向かっています。業界専門誌は、GS1 Digital Linkを、一つのQRコードでウェブページと倉庫でのスキャンの両方
に対応できる共通の構文として紹介しています。また、EUの中央デジタル製品パスポート登録簿は、-2026年半ばに稼働を開始しました(PFFC[10])。デジタル製品パスポートは、
固定設備にはまだ要件になっていません。それでも、GIAIやリゾルバーに対応しやすいIDを今のうちに選んでおけば、後でやり直す作業は少なくなります。

採番方式 構造例 移動後も使えるか 使いどころ
意味を持たない連番 組織プレフィックス+固定長のシリアル番号 はい ほぼすべてのプログラムの標準
場所を含む「スマート」コード 建物+部屋+シリアル番号 いいえ:最初の移設後にタグが誤りになる 避ける。場所は記録側に持たせる
GS1 GIAI 会社プレフィックス+個別資産参照番号 はい。しかも組織をまたいでも一意 共有、リース、またはサプライヤー所有の設備
DoD UII MIL-STD-130に従って構成 はい DFARS 252.211-7003に基づいて納入される品目

FAQ
FAQ:資産番号に建物や部署を含めるべきですか?

いいえ。場所や所有者は変わりますが、タグは一度設置すると編集できません。場所、部署、コストセンターはCMMSの記録の項目として持たせ、番号は意味を持たないものにしてくだ
さい。IDに組み込む価値のある意味は、組織プレフィックスと、せいぜい設備クラスのプレフィックスだけです。

FAQ:廃棄した設備の資産番号を再利用できますか?

いいえ。過去の作業指示書、点検記録、減価償却の仕訳は、今も廃止した番号を指しています。再利用すると、その履歴が別の機械に紐付いてしまいます。記録を廃止し、廃棄時に現物のタ
グを判読不能にするか取り外し、割り当て記録でその番号を恒久的に使用済みとしてください。

FAQ:金属製の設備用資産タグはRFIDで使えますか?

金属の上や裏に置いた標準的なRFIDインレイは同調がずれ、読み取り距離がほぼゼロまで落ちることがあります。見通し線なしでの読み取りが必要なら、専用設計の金属対応RFIDタグ
を使い、実際の塗装面で試験してください。多くのプログラムは、バックアップとして、同じタグに印字バーコードまたはData Matrixも残しています。

FAQ:設備への資産タグ貼付は法律で義務付けられていますか?

民間組織の大半には、タグを義務付ける特定の法律はありません。タグは財務統制、保全、監査を支えるものです。主な例外は、米国防総省に納入される設備です。これらの品目
はDFARS 211.274の対象であり、MIL-STD-130に従って表示した品目固有識別が必要です。契約、保険会社、監査人が別途要件を定める場合もあるので、採番ルールを
選ぶ前に確認してください。

FAQ:タグが読めなくなったらどうすればよいですか?

同じ資産IDを、同じシンボル体系で、同じ位置に再発行して取り付け、記録に再タグ付けのイベントを残します。新しい番号は割り当てません。同じクラスで故障が続く場合は、同じタグを
もう一ロット発注する前に、貼付位置、取付方法、タグの構造を見直してください。

FAQ:取り外せるパネルが多い設備には、どうタグを付けますか?

整備中に決して取り外されない構造部材を探します。ベースプレート、フレームレール、OEM銘板の隣のキャビネット壁面などです。平らな固定面がない場合は、恒久的に取り付けられた
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ブラケットに機械的に固定したタグのほうが、別の機器に移ってしまうかもしれないパネル上のタグよりも適切です。

重要ポイント
タグは予算期間ではなく、設備より長持ちするように設計する。 —MIL-STD-130Nの耐久性ルール(改訂日:2012-11-16)は、タグの恒久性を品目の通常の耐
用年数に結び付けています(出典)
人が読む文字には、フォントの選択だけでなく最小サイズが必要。 —MIL-DTL-15024Gは、文字を原則として3/32インチ以上、刻印の深さを0.003インチ以
上と定めています(出典)
バーコードは目視ではなく、測定したグレードで受け入れる。 —ISO/IEC 15415(2Dシンボル向け)は現在3rd版で、2024年十二月に発行されています(出
典)
設備が組織の境界をまたぐ場合は、世界で一意なIDを使う。 —GS1 EPCタグデータ標準 2.3(2025年十月公開)は、ウェブURIに解決されるRFIDエンコーディ
ングを追加しています(出典)
防衛分野への納入では、採番ルールが変わる。 —契約条項DFARS 252.211-7003は、現行のMIL-STD-130に従ったIUIDマーキングを求めていま
す(出典)
タグは、データモデルの物理的な末端である。 —ISO 55013:2024(オーストラリアでの採用日:2024-09-20)は、台帳とトレーサビリティを含む資産デー
タの管理に関する指針を示しています(出典)

まとめ:先に運用を設計し、それからタグを発注する
設備用資産タグがうまくいかないのは、タグそのものだけが原因であることはまれです。失敗の原因は、古くなってしまった意味付きの番号、取り外し可能なガードに固定されたタグ、手入
力で紐付けた記録、あるいは新しいIDを発行して保全履歴を分断してしまった再タグ付けにあります。購入前に、対象範囲、採番、シンボル体系のグレード、クラスごとに一か所の貼付位置、
設置時の紐付け、文書化した再タグ付け条件を決めておけば、3年後の監査は探し回る作業ではなく、スキャンするだけの作業になります。

採番ルールと設備クラスの一覧が確定したら、貼付位置と使用環境のメモを添えてお送りください。お見積りするのは、 カスタム陽極酸化アルミ製資産タグ です。汎用のカタログ品ではな
く、連番、シンボル体系、取付方法を含むその仕様に合わせて作ります。
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